A Comparative Study of St. Honen's Biography on the Ancient Manuscripts “Honcho soshidenki ekotoba” (the property of Zendo-ji temple) and “Ichigo monogatari” (Daigo-ji temple) by 中井, 真孝
佛
教
大
學
研
究
紀
要
通
巻
七
十
号
六
〇
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
中
井
真
孝
一
は
じ
め
に
C
am
)
私
は
別
稿
「『
源
空
聖
人
私
日
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
で
、
『源
空
聖
人
私
日
記
』
(以
下
『
私
日
記
』
と
略
称
)
を
醍
醐
本
『
法
然
　
　
　
上
人
伝
記
』
(以
下
『
醍
醐
本
』
と
略
称
)
お
よ
び
『本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』
(以
下
『絵
詞
』
と
略
称
)
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『私
日
記
』
は
、
従
来
は
最
古
の
法
然
伝
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
『
醍
醐
本
』
中
の
「
一
期
物
語
」
や
『絵
詞
』
を
資
料
と
し
た
二
次
的
な
法
然
伝
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
嘉
禎
三
年
(
一
二
三
七
)
な
い
し
仁
治
二
年
(
一
二
四
一
)
を
上
限
、
康
元
元
年
(
=
一五
六
)
を
下
限
と
す
る
期
間
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
証
し
た
。
こ
の
卑
見
が
支
持
を
得
る
な
ら
、
今
ま
で
の
法
然
伝
の
系
統
的
関
係
は
改
め
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、
法
然
上
人
(以
下
、
尊
称
を
略
す
)
の
伝
記
の
大
き
な
系
統
と
し
て
、
次
の
三
つ
に
分
け
、
第
一
に
は
源
智
系
の
「
一
期
物
語
」
で
、
別
名
「法
然
上
人
伝
記
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
実
際
は
語
録
に
近
く
、
第
二
に
は
信
空
・
湛
空
系
の
『絵
詞
』
で
、
別
名
『
伝
法
絵
』
と
呼
ば
れ
、
伝
道
用
の
絵
巻
物
だ
が
、
そ
の
詞
書
は
明
確
に
伝
記
の
体
裁
を
と
っ
て
お
り
、
整
っ
た
伝
記
資
料
は
本
書
を
も
っ
て
嚆
矢
と
し
、
第
三
に
は
隆
寛
系
の
『
知
恩
講
私
記
』
で
、
法
然
の
墓
堂
に
て
遺
徳
を
讃
え
る
詩
文
だ
が
、
伝
記
と
し
て
は
両
者
の
中
間
的
に
位
置
し
て
い
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
三
系
統
の
う
ち
、
第
一
の
「
一
期
物
語
」
と
第
二
の
『絵
詞
』
を
比
較
対
照
し
て
、
そ
こ
に
内
容
・
表
記
に
共
通
の
要
素
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
両
書
の
成
立
的
な
前
後
関
係
を
示
唆
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
両
書
に
先
行
す
る
伝
記
資
料
の
存
在
を
推
測
し
え
る
の
か
、
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
発
展
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
定
説
化
し
つ
つ
あ
る
先
学
の
法
然
伝
研
究
に
一
石
を
投
じ
た
い
。
一
.一
内
容
の
比
較
(
m
)
か
っ
て
三
田
全
信
氏
は
「『
醍
醐
本
法
然
上
人
伝
』
と
『
源
空
聖
人
私
日
記
』
の
比
較
研
究
」
を
著
し
、
「
誕
生
の
事
」
以
下
、
「公
胤
夢
想
の
事
」
ま
で
の
二
十
七
箇
条
に
わ
た
っ
て
内
容
を
比
較
し
、
『
醍
醐
本
』
と
『私
日
記
』
の
共
通
項
目
、
お
よ
び
『私
日
記
』
の
特
殊
項
目
を
あ
げ
、
共
通
項
目
は
『私
日
記
』
が
『醍
醐
本
』
よ
り
取
材
あ
る
い
は
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
別
稿
の
卑
見
に
よ
れ
ば
『私
日
記
』
の
特
殊
項
目
は
概
ね
『絵
詞
』
を
素
材
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『醍
醐
本
』
と
の
比
較
は
『
絵
詞
』
に
お
い
て
始
め
て
意
味
を
も
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
三
田
氏
の
例
に
な
ら
っ
て
、
『絵
詞
』
と
『
醍
醐
本
』
の
コ
期
物
語
」
(そ
の
補
足
で
あ
る
「別
伝
記
」
も
含
む
)
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
1
誕
生
の
事
『
絵
詞
』
第
一
段
に
は
「如
来
滅
後
二
千
八
十
二
年
、
日
本
国
人
皇
七
十
五
代
崇
徳
院
長
承
二
年
礫
美
作
国
久
米
押
領
使
漆
間
朝
臣
時
国
一
子
生
ず
る
と
こ
ろ
」
と
あ
る
が
、
「別
伝
記
」
に
は
「法
然
上
人
、
美
作
州
人
也
」
と
だ
け
記
し
、
誕
生
の
年
、
父
の
名
に
は
触
れ
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
山企
佛
教
大
學
研
究
紀
要
通
巻
七
十
号
六
二
な
い
。
2
時
国
遭
難
の
事
『
絵
詞
』
第
三
段
に
は
「保
延
七
年
醉
は
る
の
こ
ろ
、
時
国
朝
臣
、
夜
打
に
あ
へ
る
刻
、
ふ
か
き
き
ず
を
か
ふ
む
り
て
、
い
ま
は
か
ぎ
り
に
な
り
に
け
れ
ば
、
九
歳
な
る
子
に
、
わ
れ
は
此
き
ず
に
て
、
空
く
み
ま
か
り
な
ん
と
す
、
し
か
り
と
云
て
、
敵
人
を
う
ら
む
る
事
な
か
れ
、
(中
略
)
然
者
一
向
に
往
生
極
楽
を
い
の
り
て
、
自
他
平
等
利
益
を
お
も
ふ
べ
し
と
い
ひ
お
は
り
て
、
心
を
た
ぼ
し
く
し
て
、
西
方
界
に
む
か
ひ
て
、
高
声
に
念
仏
し
て
、
ね
む
る
が
ご
と
く
し
て
お
は
り
ぬ
。
生
年
九
歳
な
る
子
息
、
敵
人
の
頭
に
、
少
箭
を
い
た
て
け
る
」
と
あ
っ
て
、
こ
と
に
中
略
し
た
時
国
の
遺
言
は
詳
し
い
。
「別
伝
記
」
に
は
「上
人
慈
父
云
、
我
有
敵
、
登
山
之
後
、
聞
被
打
敵
、
可
訪
後
世
云
々
、
即
十
五
歳
登
山
、
黒
谷
慈
眼
房
為
師
出
家
授
戒
、
然
間
慈
父
被
打
敵
畢
」
と
あ
る
。
『絵
詞
』
は
夜
打
が
保
延
七
年
(
一
1
四
1
)
、
上
人
が
九
歳
の
時
と
し
、
敵
に
小
矢
を
射
た
こ
と
を
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
「別
伝
記
」
は
夜
打
が
法
然
の
登
山
後
の
こ
と
と
す
る
。
父
の
死
と
遺
言
が
『絵
詞
』
で
は
出
家
の
動
機
と
な
り
、
「別
伝
記
」
で
は
遁
世
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
点
で
あ
る
。
3
観
覚
の
弟
子
と
な
る
事
『
絵
詞
』
第
四
段
に
は
「
同
年
の
く
れ
、
同
国
の
う
ち
、
菩
提
寺
の
院
主
観
覚
得
業
の
弟
子
と
な
り
給
」
と
あ
る
が
、
「別
伝
記
」
に
は
「本
国
之
本
師
、
智
鏡
房
躰
簡
」
と
あ
っ
て
、
智
鏡
房
は
観
覚
の
こ
と
で
、
入
室
の
年
は
伝
え
な
い
。
4
登
山
の
事
『絵
詞
』
第
五
段
は
「師
匠
の
命
に
よ
り
て
、
比
叡
山
に
の
ぼ
る
べ
き
よ
し
待
け
る
時
、
乳
房
の
は
Σ
に
、
い
と
ま
を
」
申
し
た
こ
と
、
別
離
の
さ
ま
を
長
々
と
書
き
、
第
七
段
に
「初
登
山
の
時
、
ひ
さ
し
の
得
業
観
覚
の
状
云
、
進
上
大
聖
文
殊
之
像
一
体
天
養
二
年
銘
月
日
観
覚
上
西
塔
北
谷
持
法
房
灘
粁
こ
の
消
息
を
披
閲
し
て
、
文
殊
像
を
相
尋
の
処
、
生
年
十
三
の
少
人
許
を
さ
き
に
た
て
玉
登
」
と
あ
り
、
し
か
も
観
覚
の
書
状
は
そ
の
形
式
を
留
め
、
登
山
が
天
養
二
年
(
=
四
五
)
、
法
然
の
十
三
歳
の
時
と
す
る
。
コ
期
物
語
」
第
一
話
に
は
「或
時
物
語
云
、
幼
少
登
山
」
と
し
か
な
く
、
年
次
を
限
定
で
き
な
い
が
、
「別
伝
記
」
に
は
「
上
人
十
五
歳
、
師
云
非
直
人
欲
登
山
、
(中
略
)
即
十
五
歳
登
山
、
黒
谷
慈
眼
房
為
師
、
出
家
授
戒
」
と
あ
っ
て
、
十
五
歳
の
時
、
す
な
わ
ち
久
安
三
年
(
=
四
七
)
の
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
に
も
両
者
の
間
に
差
異
が
あ
る
。
た
だ
し
、
『絵
詞
』
に
も
「久
安
三
年
卿
仲
冬
、
出
家
受
戒
云
々
」
と
あ
っ
て
、
出
家
授
戒
(受
戒
)
の
年
は
変
わ
ら
な
い
。
5
天
台
を
学
ぶ
事
『
絵
詞
』
第
九
段
に
は
「
肥
後
阿
闍
梨
皇
円
に
従
て
、
天
台
六
十
巻
読
畢
之
」
と
あ
る
が
、
「
一
期
物
語
」
第
一
話
は
「
十
七
年
亘
六
十
巻
」
、
「
別
伝
記
」
は
「始
談
義
於
三
所
、
謂
玄
義
一
所
、
文
句
一
所
、
止
観
一
所
也
、
毎
日
通
三
所
、
依
之
三
ケ
年
亘
六
十
巻
畢
」
と
あ
る
。
天
台
三
大
部
を
学
習
し
た
こ
と
は
共
に
伝
え
る
が
、
そ
の
開
始
の
年
齢
は
コ
期
物
語
」
が
十
七
歳
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。
6
肥
後
阿
闍
梨
の
事
『
絵
詞
』
は
三
大
部
の
学
習
の
こ
と
に
続
い
て
、
「
件
阿
闍
梨
、
弥
勒
下
生
の
暁
を
ま
た
ん
が
た
め
、
五
十
六
億
七
千
万
歳
の
間
、
遠
江
国
笠
原
池
に
、
大
蛇
と
な
り
て
す
ま
ふ
べ
き
よ
し
、
彼
領
家
に
申
請
て
、
誓
に
ま
か
せ
て
、
死
後
即
そ
の
池
に
す
ま
ふ
よ
し
、
時
の
人
、
遠
近
、
見
知
す
る
と
こ
ろ
也
」
と
あ
り
、
コ
期
物
語
」
第
三
話
に
は
「或
時
物
語
云
、
当
世
人
迷
法
門
分
際
、
云
輙
可
解
脱
生
死
也
、
我
師
有
肥
後
阿
闍
梨
云
人
、
智
恵
深
遠
人
也
、
倩
顧
自
身
分
際
、
今
度
不
可
解
脱
生
死
、
若
此
度
改
生
者
、
隔
生
即
忘
故
定
忘
仏
法
歟
、
然
受
長
命
報
待
慈
尊
出
世
、
大
蛇
是
長
寿
者
也
、
吾
当
大
蛇
、
但
若
住
大
海
者
可
有
中
夭
恐
、
依
之
遠
江
国
笠
原
庄
内
桜
池
云
池
、
取
領
家
放
文
願
住
此
池
、
死
期
乞
水
入
掌
中
死
畢
、
於
彼
池
不
風
吹
率
大
浪
自
起
、
排
上
池
中
塵
、
諸
人
作
奇
特
、
注
此
由
申
領
家
、
勘
其
日
比
当
彼
阿
闍
梨
逝
去
日
時
、
有
智
恵
故
知
生
死
難
出
、
有
道
心
故
願
値
仏
世
、
然
而
不
知
浄
土
法
門
故
発
如
此
意
楽
」
と
あ
る
。
表
現
に
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
六
三
佛
教
大
學
研
究
紀
要
通
巻
七
十
号
六
四
精
粗
の
差
は
あ
っ
て
も
、
内
容
は
異
な
ら
な
い
。
7
遁
世
の
事
『
絵
詞
』
第
十
段
は
「
久
安
六
年
犠
生
年
十
八
、
は
じ
め
て
黒
谷
上
人
禅
室
に
尋
い
た
る
。
同
上
人
い
で
む
か
う
て
、
発
心
の
由
来
を
問
給
ふ
に
、
親
父
夜
打
の
た
め
早
世
せ
し
よ
り
、
こ
の
遺
詞
に
ま
か
せ
て
、
遁
世
の
よ
し
思
た
ち
け
る
次
第
つ
ぶ
さ
に
か
き
く
ど
き
給
け
れ
ば
、
さ
て
は
法
然
具
足
の
人
に
こ
そ
ま
し
ま
す
な
れ
と
待
し
よ
り
、
法
然
と
い
ふ
名
は
、
の
た
ま
ひ
け
る
」
と
あ
る
。
コ
期
物
語
」
第
一
話
は
「
十
八
年
乞
暇
遁
世
、
是
偏
絶
名
利
望
一
向
為
学
仏
法
也
」
と
あ
り
、
十
八
歳
の
久
安
六
年
(
一
一
五
〇
)
に
叡
空
の
も
と
へ
遁
世
し
た
こ
と
を
共
に
伝
え
る
。
8
学
匠
訪
問
の
事
『
絵
詞
』
第
十
三
段
は
、
保
元
元
年
(
一
一
五
六
)
求
法
の
た
め
に
嵯
峨
の
釈
迦
堂
に
参
籠
し
、
「然
後
、
南
都
贈
僧
正
蔵
順
に
法
相
宗
を
学
し
給
ふ
に
、
其
義
甚
妙
に
し
て
、
不
可
思
議
な
り
け
れ
ば
、
師
範
か
へ
て
、
上
人
に
帰
し
て
、
仏
陀
と
称
し
て
供
養
を
の
べ
給
。
中
川
少
将
上
人
随
て
、
鑒
真
和
尚
の
戒
を
う
く
。
大
納
言
律
師
寛
雅
に
、
三
論
宗
を
学
し
給
に
、
そ
の
宗
の
お
ぎ
ろ
を
さ
ぐ
り
、
弟
子
の
ふ
か
き
心
を
達
す
る
に
、
か
へ
て
涙
を
な
が
し
て
、
奥
旨
を
き
は
む
」
と
あ
る
。
「
一
期
物
語
」
第
一
話
に
は
「
当
初
醍
醐
有
三
論
先
達
、
往
彼
述
所
存
、
先
達
惣
不
言
、
既
而
入
内
取
出
文
櫃
十
余
合
云
、
於
我
法
門
無
付
属
之
人
、
已
達
此
法
門
給
、
悉
奉
付
属
之
、
称
美
讃
嘆
傍
痛
程
也
、
進
士
入
道
阿
性
房
同
道
聞
之
云
々
、
又
往
蔵
俊
僧
都
許
、
談
法
相
宗
法
門
之
時
、
蔵
俊
云
、
非
直
人
、
恐
大
権
化
現
歟
、
雖
奉
値
昔
論
主
、
不
可
過
之
覚
程
也
、
智
恵
深
遠
事
、
言
語
道
断
、
我
一
期
有
思
延
供
養
志
云
々
、
其
後
毎
年
送
供
物
已
果
願
望
、
凡
毎
値
先
達
皆
被
称
嘆
」
と
あ
っ
て
、
法
相
宗
は
蔵
俊
(順
)
、
三
論
宗
は
寛
雅
を
訪
問
し
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
「別
伝
記
」
に
よ
れ
ば
、
「
又
華
厳
宗
章
疏
見
立
、
醍
醐
有
華
厳
宗
先
達
行
決
之
、
彼
師
云
鏡
賀
法
橋
云
、
我
雖
相
承
此
宗
此
程
不
分
明
、
依
上
人
開
処
々
不
審
云
々
、
依
之
鏡
賀
奉
二
字
」
と
、
二
字
を
呈
し
た
四
人
の
師
匠
に
叡
空
・
鏡
賀
・
観
覚
・
蔵
俊
の
名
を
あ
げ
、
華
厳
宗
の
鏡
賀
を
訪
問
し
た
と
い
う
。
9
浄
土
門
に
入
る
事
『
絵
詞
』
第
十
八
段
は
「事
の
は
じ
め
は
、
高
倉
院
の
御
宇
安
元
元
年
紀
齢
四
十
三
よ
り
、
諸
教
所
讃
、
多
在
弥
陀
の
妙
偈
、
こ
と
に
ら
う
た
く
心
肝
に
そ
み
給
け
れ
ぽ
、
戒
品
を
地
体
と
し
て
、
そ
の
こ
ゑ
に
毎
日
七
万
遍
の
念
仏
を
唱
て
、
お
な
じ
く
門
弟
の
な
か
に
も
、
を
し
へ
は
じ
め
給
け
る
。
上
来
雖
説
定
散
両
門
之
益
、
望
仏
本
願
意
在
衆
生
、
一
向
専
称
弥
陀
仏
名
、
南
無
阿
弥
陀
仏
々
々
」
と
あ
り
、
浄
土
門
に
入
っ
た
年
次
は
安
元
元
年
(
=
七
五
)
四
十
三
歳
の
時
と
し
、
所
拠
は
湛
然
の
『止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
「諸
教
所
讃
」
云
(
4
)
々
と
い
う
句
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
『
絵
詞
』
の
作
者
が
天
台
宗
を
意
識
し
た
た
め
で
、
こ
の
直
後
に
、
一
見
す
る
と
何
の
脈
絡
も
な
い
か
の
ご
と
き
感
を
与
え
る
が
、
善
導
の
『観
経
疏
』
付
属
釈
の
「
上
来
雖
説
定
散
両
門
之
益
」
云
々
の
句
を
掲
げ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
実
の
所
拠
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
方
の
二
期
物
語
」
第
一
話
は
往
生
要
集
に
対
す
る
「料
簡
」
を
述
べ
た
部
分
を
引
用
し
て
、
か
な
り
長
文
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
受
け
て
「
往
生
要
集
為
先
達
而
入
浄
土
門
、
闡
此
宗
奥
旨
於
善
導
二
反
見
之
思
往
生
難
、
第
三
反
度
得
乱
想
凡
夫
依
称
名
行
可
往
生
之
道
理
、
但
於
自
身
出
離
已
思
定
畢
」
と
あ
る
。
浄
土
門
に
入
っ
た
年
次
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
所
拠
の
章
疏
は
善
導
の
釈
に
あ
っ
て
、
第
十
八
話
に
法
然
は
「善
導
観
経
疏
付
属
文
」
に
就
い
て
浄
土
宗
を
立
て
(
5
)
た
と
答
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
「上
来
雖
説
定
散
両
門
之
益
」
云
々
の
句
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
10
善
導
来
現
の
事
『
絵
詞
』
第
十
九
段
は
「唐
善
導
和
尚
、
も
す
そ
よ
り
し
も
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
御
装
束
に
て
現
じ
て
、
さ
ま
ぐ
の
事
を
、
と
き
て
を
し
へ
給
け
る
」
と
簡
単
だ
が
、
二
期
物
語
」
は
第
一
話
に
「眠
夢
中
、
紫
雲
大
聾
覆
日
本
国
、
従
雲
中
出
无
量
光
、
従
光
中
百
宝
色
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
六
五
佛
教
大
學
殀
究
紀
要
通
巻
七
十
号
六
六
鳥
飛
散
充
満
、
于
時
昇
高
山
忽
奉
値
生
身
善
導
、
従
腰
下
者
金
色
也
、
従
腰
上
者
如
常
人
、
高
僧
云
、
汝
雖
不
肖
身
弘
専
修
念
仏
故
来
汝
前
、
我
是
善
導
也
云
々
」
と
描
写
が
こ
ま
や
か
で
あ
る
。
1
大
原
談
義
の
事
『
絵
詞
』
第
二
十
二
段
は
、
発
端
は
顕
真
が
大
原
に
籠
居
中
、
永
弁
と
出
離
の
道
を
語
り
合
い
、
法
然
を
屈
請
し
て
尋
ね
る
こ
と
に
な
り
、
談
義
の
場
所
は
龍
禅
寺
で
、
参
加
し
た
者
は
明
遍
・
顕
真
・
智
海
・
静
厳
・
覚
什
・
証
真
・
堯
禅
・
静
然
・
仙
基
・
貞
慶
・
蔵
人
入
道
・
蓮
契
・
念
仏
房
・
湛
數
・
印
西
・
重
源
・
源
空
の
十
七
名
で
、
そ
の
座
列
を
図
示
し
て
い
る
。
談
義
の
後
、
顕
真
は
三
日
三
夜
、
持
仏
堂
に
て
行
道
念
仏
し
、
こ
れ
に
三
百
余
人
の
信
男
信
女
が
参
礼
し
た
と
あ
り
、
ま
た
湛
數
が
発
起
し
て
来
迎
院
・
勝
林
院
等
で
不
断
念
仏
を
始
め
た
と
も
い
う
。
な
お
第
二
十
六
段
に
お
い
て
、
重
源
の
東
大
寺
大
仏
の
勧
進
に
当
た
り
、
顕
真
は
法
華
経
の
文
字
を
阿
弥
陀
仏
の
上
に
つ
け
、
そ
の
名
号
を
も
っ
て
結
縁
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
い
う
。
「
一
期
物
語
」
は
第
二
話
に
、
顕
真
が
使
者
を
つ
か
わ
し
法
然
と
坂
本
で
出
会
い
、
出
離
の
道
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
法
然
か
ら
道
綽
・
善
導
の
意
に
よ
っ
て
凡
夫
往
生
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
大
原
に
こ
も
っ
て
百
日
間
、
浄
土
の
章
疏
を
読
ん
だ
後
、
法
然
を
招
い
た
と
あ
り
、
重
源
が
弟
子
卅
余
人
を
率
い
て
来
た
こ
と
、
法
然
の
側
に
は
「東
大
寺
上
人
居
流
」
し
、
顕
真
の
側
に
は
「大
原
上
人
居
流
」
し
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
、
参
加
者
の
個
人
名
は
分
か
ら
な
い
。
談
義
の
後
、
顕
真
は
発
願
し
て
五
坊
を
立
て
て
一
向
に
称
名
し
、
ま
た
妹
に
念
仏
を
勧
め
る
た
め
に
消
息
を
書
き
、
重
源
は
道
俗
に
仏
号
を
唱
え
さ
せ
る
た
め
に
阿
弥
陀
仏
号
を
つ
け
る
こ
と
を
発
案
し
、
自
ら
南
無
阿
弥
陀
仏
と
号
し
た
と
い
う
。
両
書
は
と
も
に
大
原
談
義
の
年
次
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
12
選
択
集
の
事
『
絵
詞
』
第
三
十
七
段
に
「
同
(元
久
)
三
年
七
月
、
吉
水
を
出
て
、
小
松
殿
に
移
り
給
て
、
明
月
を
詠
じ
給
け
る
。
(中
略
)
権
律
師
隆
寛
小
松
殿
参
向
の
時
、
上
人
、
御
堂
の
後
戸
に
出
対
給
て
、
一
巻
の
書
を
持
て
、
隆
寛
律
師
の
胸
間
に
指
入
。
依
月
輪
殿
之
仰
所
撰
選
択
集
也
」
と
あ
っ
て
、
隆
寛
が
選
択
集
を
相
伝
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
コ
期
物
語
」
の
第
二
十
話
に
は
「或
時
云
、
汝
有
選
択
集
云
文
知
否
、
不
知
云
由
、
此
文
汝
可
見
之
、
我
存
生
之
聞
不
可
流
布
之
由
禁
之
故
人
々
秘
之
、
依
之
以
成
覚
房
本
写
之
」
と
あ
っ
て
、
源
智
は
成
覚
房
の
本
を
写
し
て
い
る
。
13
瘧
病
の
事
『
絵
詞
』
第
三
十
八
段
に
「
禅
定
殿
下
、
上
人
、
法
印
聖
覚
、
同
日
同
時
、
瘧
心
地
し
給
事
、
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ず
ま
し
く
け
る
あ
ひ
だ
、
殿
下
仰
に
、
安
居
院
を
嘱
し
て
、
浄
土
の
教
文
を
講
じ
て
、
弥
陀
本
誓
を
解
説
せ
し
め
ば
、
随
喜
の
心
を
お
こ
し
て
、
除
病
安
寧
の
効
験
も
あ
り
ぬ
べ
し
と
御
評
定
あ
り
て
、
道
場
を
荘
厳
し
て
、
称
揚
讃
嘆
は
じ
ま
り
け
れ
ば
、
殿
下
、
至
誠
心
を
い
た
し
、
上
人
、
深
心
を
ふ
か
く
し
て
、
御
導
師
、
廻
向
発
願
の
心
を
ね
ん
ご
ろ
に
し
給
け
れ
ば
、
三
所
に
三
心
を
具
足
し
て
、
一
座
に
御
帰
依
あ
ら
は
れ
に
け
り
と
い
ふ
事
、
末
代
の
奇
特
、
天
下
に
ひ
黛
く
と
こ
ろ
如
件
」
と
あ
る
。
二
期
物
語
」
の
第
五
話
に
「或
時
、
上
人
有
瘧
病
種
々
療
治
一
切
不
叶
、
于
時
月
輪
禅
定
殿
下
大
歎
之
云
、
我
図
絵
善
導
御
影
於
上
人
前
供
養
之
、
此
由
被
仰
遣
安
居
僧
都
許
、
御
返
事
云
、
聖
覚
同
日
同
時
瘧
病
仕
事
候
、
雖
然
為
御
師
匠
報
恩
可
勤
仕
、
但
早
旦
可
被
始
御
仏
事
云
・
、
自
辰
時
始
説
法
未
時
説
法
畢
、
導
師
併
上
人
共
瘧
病
落
畢
、
(中
略
)
僧
都
云
、
故
法
印
下
雨
挙
名
、
聖
覚
身
此
事
尤
奇
特
云
々
、
世
間
人
大
驚
生
不
思
議
思
云
々
」
と
あ
っ
て
、
『絵
詞
』
が
兼
実
・
法
然
・
聖
覚
の
三
人
が
同
時
に
瘧
を
お
こ
し
た
と
す
る
の
に
対
し
て
、
法
然
・
聖
覚
の
二
人
が
瘧
を
お
こ
し
、
善
導
の
御
影
を
供
養
し
た
と
す
る
点
が
異
な
る
。
14
遠
流
の
事
『
絵
詞
』
第
四
十
段
に
、
顕
密
諸
宗
か
ら
の
鬱
訴
を
述
べ
た
後
に
、
「遂
源
空
門
弟
等
、
不
思
議
を
示
て
、
仰
咎
於
本
師
、
遠
流
処
ら
る
。
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
六
七
佛
教
大
學
研
究
紀
要
通
巻
七
十
号
六
八
(中
略
)
か
Σ
る
ほ
ど
に
、
小
松
殿
に
、
靱
か
け
ら
れ
給
に
け
り
。
建
永
二
年
卿
二
月
廿
七
日
、
還
俗
の
姓
名
を
給
源
元
彦
、
配
所
土
佐
国
」
云
々
と
記
し
、
四
十
四
段
に
ま
で
、
遠
流
の
首
途
の
こ
と
、
室
泊
の
遊
女
の
こ
と
、
地
頭
西
仁
の
こ
と
、
善
通
寺
参
詣
の
こ
と
な
ど
、
詳
細
な
記
事
が
続
く
。
二
期
物
語
」
は
第
六
話
に
、
法
然
が
立
て
た
一
向
専
念
義
は
偏
執
の
義
だ
と
す
る
誹
謗
に
対
し
て
反
論
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
に
、
「当
初
依
弟
子
過
有
被
流
讃
岐
国
云
事
」
と
だ
け
記
し
、
こ
の
と
き
一
人
の
弟
子
に
一
向
専
念
義
を
語
っ
た
と
こ
ろ
、
西
阿
は
そ
れ
を
諌
め
た
が
、
「
我
雖
截
頸
不
可
不
云
此
事
」
と
い
わ
れ
た
と
あ
る
。
15
公
胤
の
事
『
絵
詞
』
第
五
十
四
段
に
「
僧
正
公
胤
念
仏
破
文
を
作
て
、
種
々
難
を
も
て
、
上
人
を
非
し
給
に
、
一
々
に
く
つ
が
え
し
て
次
第
を
の
べ
給
に
、
条
々
会
釈
に
、
返
て
帰
し
て
、
其
罪
障
懺
悔
の
た
め
に
、
中
隠
の
唱
道
を
望
日
、
信
空
願
文
云
、
(中
略
)
然
後
、
は
る
か
に
五
箇
年
を
へ
て
、
建
保
四
年
柄
四
月
二
十
六
日
夜
夢
に
、
聖
人
告
云
、
往
生
之
業
中
一
日
六
時
刻
一
心
不
乱
念
功
験
最
第
一
六
時
称
名
者
往
生
必
決
定
雑
善
不
決
定
専
修
定
善
業
源
空
為
孝
養
公
胤
能
説
法
感
語
不
可
尽
臨
終
先
迎
接
源
空
本
地
身
大
勢
至
菩
薩
衆
生
為
化
故
来
此
界
度
々
」、
第
五
十
五
段
に
「
同
閏
六
月
廿
日
、
種
々
の
瑞
相
を
し
め
し
て
、
僧
正
舩
+
颯
禅
林
寺
の
砌
に
し
て
、
往
生
の
儀
式
、
紫
雲
は
る
か
に
孤
射
山
よ
り
、
槐
門
よ
り
み
え
て
、
太
上
天
皇
、
院
使
を
つ
か
は
し
、
准
后
宮
、
土
御
門
の
内
大
臣
家
よ
り
、
か
た
み
丶
車
馬
を
と
ば
し
て
、
花
洛
辺
土
、
人
々
耳
目
を
驚
し
待
り
け
る
」
と
あ
る
。
一
方
、
コ
期
物
語
」
第
十
七
話
に
「或
云
、
上
人
在
生
時
、
三
井
寺
貫
首
大
弐
僧
正
公
胤
、
作
三
巻
書
破
選
択
集
名
浄
土
決
疑
抄
、
其
書
云
、
(中
略
)
上
人
見
之
、
不
見
終
指
置
云
、
此
僧
正
此
程
之
人
不
思
、
無
下
分
際
哉
、
(中
略
)
使
者
学
仏
房
還
語
此
由
、
僧
正
閉
口
不
言
説
、
彼
僧
正
来
説
法
之
次
、
被
語
於
前
決
疑
抄
之
由
来
、
我
今
日
臨
此
砌
事
、
偏
為
懺
悔
此
事
也
云
々
、
聴
聞
道
俗
莫
不
随
喜
、
其
後
、
僧
正
同
遂
往
生
素
懐
畢
、
瑞
相
非
奇
特
旁
多
云
々
」、
「
別
伝
記
」
に
「
三
井
公
胤
於
殿
上
七
ケ
不
審
開
上
人
、
(中
略
)
公
胤
夢
見
云
、
源
空
本
地
身
、
大
勢
至
菩
薩
、
衆
生
教
化
故
、
来
此
界
度
々
云
々
」
と
あ
っ
て
、
『醍
醐
本
』
は
公
胤
が
『浄
土
決
疑
抄
』
を
著
し
て
『
選
択
集
』
を
破
し
た
こ
と
、
法
然
が
こ
れ
を
論
難
し
た
こ
と
、
公
胤
が
懺
悔
し
た
こ
と
な
ど
は
詳
し
く
、
夢
告
と
往
生
の
瑞
相
は
簡
略
し
て
い
る
。
以
上
、
十
五
項
目
に
わ
た
っ
て
、
『絵
詞
』
と
『
醍
醐
本
』
の
二
期
物
語
」
お
よ
び
「
別
伝
記
」
を
比
較
し
た
。
三
法
然
伝
系
譜
上
の
位
置
ま
ず
前
節
で
検
討
し
た
結
果
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
(1
)
誕
生
の
事
、
(2
)
時
国
遭
難
の
事
、
(3
)
観
覚
の
弟
子
と
な
る
事
、
(4
)
登
山
の
事
、
(5
)
天
台
を
学
ぶ
事
、
(6
)
肥
後
阿
闍
梨
の
事
、
(7
)
遁
世
の
事
、
(8
)
学
匠
訪
問
の
事
、
(9
)
浄
土
門
に
入
る
事
、
(10
)
善
導
来
現
の
事
、
(1
)
大
原
談
義
の
事
、
(12
)
選
択
集
の
事
、
(13
)
瘧
病
の
事
、
(14
)
遠
流
の
事
、
(15
)
公
胤
の
事
、
の
十
五
項
目
は
、
『絵
詞
』
と
『
醍
醐
本
』
(二
期
物
語
」
「別
伝
記
」
に
限
る
)
が
そ
れ
ぞ
れ
に
叙
述
す
る
項
目
を
共
通
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
内
容
お
よ
び
表
記
が
必
ず
し
も
一
致
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
従
来
の
研
究
に
よ
る
と
、
三
田
(
6
)
(
7
)
全
信
氏
は
『
醍
醐
本
』
↓
『私
日
記
』
↓
『絵
詞
』
の
順
に
、
田
村
圓
澄
氏
は
『私
日
記
』
↓
『
醍
醐
本
』
↓
『絵
詞
』
の
順
に
成
立
上
の
系
譜
関
係
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
『
醍
醐
本
』
と
『私
日
記
』
、
『私
日
記
』
と
『
絵
詞
』
と
は
、
内
容
的
に
も
表
記
的
に
も
類
似
あ
る
い
は
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
明
ら
か
に
成
立
上
の
系
譜
関
係
を
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
『私
日
記
』
の
成
立
を
『
醍
醐
本
』
や
『
絵
詞
』
の
後
に
置
く
考
え
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
三
田
氏
や
田
村
氏
と
は
別
の
系
譜
関
係
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
容
・
表
記
等
の
一
致
と
い
う
点
で
は
、
『醍
醐
本
』
↓
『私
日
記
』
、
『絵
詞
』↓
『
私
日
記
』
と
い
う
系
譜
関
係
は
確
定
で
き
る
が
、
し
か
し
『
絵
詞
』
と
『
醍
醐
本
』
と
の
系
譜
関
係
は
定
か
で
な
い
の
で
あ
る
。
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
六
九
佛
教
大
學
研
究
紀
要
通
巻
七
十
号
七
〇
右
の
十
五
項
目
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
(6
)
肥
後
阿
闍
梨
の
事
、
(7
)
遁
世
の
事
、
(10
)
善
導
来
現
の
事
、
(
15
)
公
胤
の
事
な
ど
は
、
表
現
に
精
粗
の
差
は
あ
れ
、
内
容
は
概
し
て
変
わ
ら
な
い
か
ら
、
そ
こ
に
共
通
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
他
の
項
目
は
年
次
・
登
場
人
物
な
ど
伝
記
構
成
上
に
無
視
す
べ
か
ら
ざ
る
相
違
点
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
『
絵
詞
』
『醍
醐
本
』
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
叙
述
対
象
が
一
致
し
な
い
項
目
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
か
り
に
両
書
の
一
方
が
他
方
を
引
用
も
し
く
は
参
照
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
表
現
は
と
も
か
く
と
し
て
内
容
的
に
共
通
す
る
項
目
が
も
っ
と
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
C
am
)
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
『
絵
詞
』
と
『
醍
醐
本
』
と
の
問
に
成
立
上
の
系
譜
関
係
は
な
い
と
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
『絵
詞
』
は
法
然
の
行
状
を
、
『醍
醐
本
』
は
法
然
の
語
録
を
中
心
に
し
て
い
る
か
ら
、
両
書
に
内
容
上
の
一
致
が
な
く
て
よ
い
と
い
う
考
え
も
あ
ろ
う
が
、
そ
う
い
っ
た
伝
記
の
性
格
的
な
違
い
を
前
提
と
し
て
も
、
両
書
の
間
に
成
立
上
の
関
連
性
を
求
め
る
な
ら
、
『
醍
醐
本
』
と
『私
日
記
』
、
『絵
詞
』
と
『
私
日
記
』
の
ご
と
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
記
記
事
の
構
成
に
な
お
多
く
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
卑
見
の
よ
う
に
、
『絵
詞
』
と
『
醍
醐
本
』
と
の
間
に
成
立
上
の
系
譜
関
係
は
な
い
と
す
れ
ぽ
、
『絵
詞
』
と
『醍
醐
本
』
の
両
書
は
、
十
五
項
目
に
わ
た
る
叙
述
対
象
の
共
通
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
が
他
方
を
直
接
に
資
料
と
し
て
用
い
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
い
っ
た
い
『
醍
醐
本
』
は
、
所
収
の
二
期
物
語
」
な
ど
六
篇
に
そ
れ
ぞ
れ
原
成
立
を
想
定
し
、
そ
れ
が
法
然
滅
後
の
か
な
り
早
い
時
期
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
が
筆
者
の
手
元
を
離
れ
て
世
に
行
わ
れ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
、
他
の
法
然
伝
に
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
現
存
す
る
形
態
で
成
立
し
、
世
に
行
わ
れ
た
の
は
法
然
の
滅
後
三
十
年
の
仁
治
二
年
(
一
二
四
一
)
こ
ろ
ま
で
下
が
る
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
ま
た
『絵
詞
』
は
、
そ
の
序
文
に
明
記
す
る
と
お
り
、
嘉
禎
三
年
(
一
二
三
七
)
の
成
立
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
右
述
の
と
お
り
、
両
書
の
う
ち
、
一
方
が
他
方
を
資
料
と
し
た
可
能
性
は
十
分
に
否
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
当
初
に
予
測
し
た
、
『
絵
詞
』
と
『
醍
醐
本
』
を
比
較
対
照
し
て
、
そ
こ
に
内
容
・
表
記
に
共
通
の
要
素
が
あ
る
の
な
ら
、
こ
の
両
書
の
成
立
的
な
前
後
関
係
を
示
唆
す
る
の
か
と
い
う
問
題
設
定
は
つ
い
え
た
が
、
し
か
し
、
あ
る
い
は
両
書
に
先
行
す
る
伝
記
資
料
の
存
在
を
推
測
し
え
る
の
か
と
い
う
問
題
は
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
書
よ
り
以
前
の
法
然
伝
と
し
て
は
、
安
貞
二
年
(
一
二
二
八
)
書
写
の
『知
恩
講
私
記
』
が
あ
る
。
前
述
の
十
五
項
目
に
関
連
す
る
の
は
、
第
一
讃
「諸
宗
通
達
徳
」
で
、
俗
姓
漆
間
氏
美
作
州
人
也
、
生
年
三
五
春
始
挙
四
明
山
、
同
年
仲
冬
登
壇
授
戒
、
習
学
法
華
宗
、
歳
月
雖
不
幾
、
具
達
文
理
殆
拉
宿
老
、
十
八
歳
之
秋
遁
名
栖
黒
谷
、
爾
降
一
切
経
律
論
鑚
仰
忘
眠
、
自
他
宗
章
疏
巻
舒
無
倦
、
此
外
和
漢
両
朝
伝
記
古
今
諸
徳
秘
言
、
何
不
携
手
何
不
浮
心
乎
、
訪
六
宗
洪
才
面
々
談
義
理
、
探
諸
家
奥
旨
一
々
蒙
許
可
、
挙
世
称
智
恵
第
一
、
宜
哉
誠
哉
、
就
中
天
台
円
頓
菩
薩
大
乗
戒
々
躰
戒
儀
、
相
承
在
一
身
、
天
皇
以
下
海
内
貴
賤
為
伝
戒
師
崇
重
異
他
、
凡
於
顕
密
行
業
、
修
練
尽
力
非
名
非
利
、
唯
為
無
上
道
也
、
然
則
本
国
明
師
還
成
弟
子
、
黒
谷
尊
師
押
為
軌
範
、
興
福
寺
耆
徳
称
仏
陀
展
供
養
、
東
大
寺
長
老
為
和
上
受
円
戒
、
智
解
抜
群
尤
足
敬
重
、
夫
雖
明
一
代
教
法
、
限
帰
弥
陀
本
願
、
憐
濁
世
機
為
度
愚
悪
也
、
若
有
自
立
我
慢
人
、
殴
滅
諸
教
得
道
、
惑
乱
一
宗
正
行
、
既
背
先
師
誠
、
敢
不
可
依
用
、
顧
分
立
行
以
之
為
要
、
謹
守
遺
訓
勿
拘
偏
見
、
と
あ
る
。
俗
姓
生
誕
地
、
比
叡
登
山
、
授
戒
、
天
台
修
学
、
遁
世
、
学
匠
訪
問
の
事
な
ど
は
『絵
詞
』
に
も
『醐
醍
本
』
に
も
見
え
る
。
「
然
則
本
国
明
師
還
成
弟
子
、
黒
谷
尊
師
押
為
軌
範
、
興
福
寺
耆
徳
称
仏
陀
展
供
養
、
東
大
寺
長
老
為
和
上
受
円
戒
」
の
記
述
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
『
醍
醐
本
』
に
近
い
よ
う
で
あ
る
が
、
「興
福
寺
耆
徳
称
仏
陀
展
供
養
」
は
『
絵
詞
』
の
「南
都
贈
僧
正
蔵
順
(中
略
)
仏
陀
と
称
し
て
供
養
を
の
べ
給
」
に
似
て
い
る
か
ら
、
両
書
と
『
知
恩
講
私
記
』
の
関
係
は
そ
の
一
方
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
『
知
恩
講
私
記
』
が
『絵
詞
』
や
『醐
醍
本
』
と
は
別
系
統
の
法
然
伝
に
属
し
な
が
ら
、
伝
記
上
の
共
通
の
こ
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
七
一
佛
教
大
學
研
究
紀
要
通
巻
七
十
号
七
二
と
が
ら
を
採
っ
て
い
る
と
推
測
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
隆
寛
作
の
『
知
恩
講
私
記
』
と
湛
空
作
の
『
絵
詞
』
と
源
智
見
聞
の
『
醐
醍
本
』
と
の
間
に
は
、
細
部
の
相
違
は
と
も
か
く
大
筋
に
お
い
て
、
法
然
の
伝
記
に
関
す
る
幾
つ
か
の
共
通
項
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
や
や
詳
し
く
検
討
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
次
の
三
点
の
史
料
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
(
一
)
或
時
自
鎮
西
来
修
行
者
、
奉
問
上
人
云
、
称
名
之
時
、
係
心
於
仏
相
好
事
、
如
何
様
可
候
、
上
人
未
言
説
前
傍
弟
子
可
然
云
・
、
上
人
云
、
源
空
不
然
、
唯
思
若
我
成
仏
十
方
衆
生
称
我
名
号
下
至
十
声
若
不
生
者
不
取
正
覚
彼
仏
今
現
在
成
仏
当
知
本
誓
重
願
不
虚
衆
生
称
念
必
得
往
生
許
也
、
以
我
分
際
観
仏
相
好
、
更
非
如
説
観
、
深
憑
本
願
口
唱
名
号
、
唯
是
一
事
不
仮
令
行
也
、
修
行
者
悦
退
出
畢
、
(「
一
期
物
語
」
第
七
話
)
C
i
l)
あ
る
人
問
い
て
い
は
く
、
称
名
の
時
心
を
ほ
と
け
の
相
好
に
か
け
ん
事
、
い
か
や
う
に
か
候
へ
き
。
答
て
の
給
は
く
、
し
か
ら
す
、
た
乂
若
我
成
仏
、
十
方
衆
生
、
称
我
名
号
、
下
至
十
声
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覚
、
彼
仏
今
現
在
成
仏
、
当
知
、
本
誓
重
願
不
虚
、
衆
生
称
念
、
必
得
往
生
と
お
も
ふ
は
か
り
也
。
わ
れ
ら
か
分
斉
を
も
て
、
仏
の
相
好
を
観
す
と
も
、
さ
ら
に
如
説
の
観
に
は
あ
ら
し
。
た
乂
ふ
か
く
本
願
を
た
の
み
て
、
口
に
名
号
を
と
な
ふ
る
、
こ
の
一
時
の
み
仮
令
な
ら
さ
る
行
也
。
(『和
語
燈
録
』
巻
五
所
収
「信
空
上
人
伝
説
の
詞
」
第
六
話
)
(
三
)
上
人
御
存
生
の
時
、
西
国
の
修
行
者
申
し
け
る
は
、
仏
の
相
好
を
常
に
心
に
懸
て
、
念
仏
の
数
遍
少
な
く
申
さ
ん
と
、
心
は
散
乱
て
数
遍
多
申
候
は
ん
と
、
何
れ
か
勝
れ
候
べ
き
と
。
其
時
お
前
に
候
僧
の
云
く
、
心
に
常
に
仏
の
相
好
を
思
ひ
て
申
さ
ん
こ
そ
め
で
た
か
る
べ
け
れ
。
上
人
宣
く
、
源
空
は
全
く
さ
は
思
は
ず
、
本
願
の
む
な
し
か
ら
ず
、
称
念
せ
ぽ
必
ず
生
る
べ
し
と
思
ふ
よ
り
外
に
は
、
全
く
心
に
か
Σ
る
事
な
し
と
云
々
。
(『閑
亭
後
世
物
語
』
巻
上
)
右
に
あ
げ
た
法
然
の
法
語
は
、
(
一
)
は
源
智
が
、
(二
)
は
信
空
が
、
(三
)
は
お
そ
ら
く
隆
寛
が
、
そ
れ
ぞ
れ
聞
き
伝
、兄
た
法
語
で
、
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
『和
語
燈
録
』
巻
五
に
収
め
る
「諸
人
伝
説
の
詞
」
の
う
ち
、
「
已
上
、
信
空
上
人
伝
説
の
詞
、
進
行
集
よ
り
い
て
た
り
」
と
明
記
す
る
九
話
中
、
八
話
が
『
醐
醍
本
』
の
コ
期
物
語
」
に
も
ほ
と
ん
ど
同
文
で
出
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
、
望
月
信
亨
氏
は
、
「
一
期
物
語
」
が
今
は
散
逸
し
た
『
明
義
進
行
集
』
第
一
巻
で
は
な
い
か
と
一
旦
は
疑
わ
れ
た
も
の
の
、
結
局
は
『
明
義
進
　
　
　
行
集
』
が
二
期
物
語
」
か
ら
こ
れ
ら
の
法
語
を
粋
抜
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
義
明
進
行
集
』
の
著
老
で
あ
る
信
瑞
は
、
信
空
に
も
隆
寛
に
も
師
事
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ち
の
法
語
を
信
空
よ
り
直
接
に
聞
き
書
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
し
か
も
了
恵
は
信
空
の
伝
え
る
詞
だ
と
断
じ
て
い
る
。
こ
と
に
前
引
の
法
語
が
隆
寛
の
門
弟
の
手
に
な
る
『閑
亭
後
世
物
語
』
に
も
載
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
拠
り
所
を
コ
期
物
語
」
に
限
定
す
る
必
要
性
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
第
一
に
、
か
り
に
『
明
義
進
行
集
』
が
二
期
物
語
」
よ
り
抜
粋
し
た
と
し
た
ら
、
そ
の
順
序
を
変
え
ず
に
引
用
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
『和
語
燈
録
』
所
収
の
「
信
空
上
人
伝
説
の
詞
」
と
コ
期
物
語
」
の
法
語
の
順
番
は
一
致
し
な
い
。
第
二
に
、
鎮
西
(西
国
)
か
ら
来
た
修
行
者
が
、
称
名
の
時
、
心
を
仏
の
相
好
に
懸
け
る
の
は
ど
う
か
と
法
然
に
た
ず
ね
た
際
、
法
然
が
答
え
る
前
に
、
「傍
ラ
ノ
弟
子
」
(「
お
前
に
候
僧
」)
が
「
然
ル
ベ
シ
」
(「
心
に
常
に
仏
の
相
好
を
思
ひ
て
申
さ
ん
こ
そ
め
で
た
か
る
べ
け
れ
」)
と
い
っ
た
こ
と
が
(二
)
に
は
落
ち
て
い
る
の
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
こ
の
弟
子
と
は
信
空
で
あ
っ
た
た
め
、
自
己
に
不
都
合
な
所
を
故
意
に
隠
し
た
と
も
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
鎮
西
の
修
業
者
と
法
然
の
問
答
を
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
弟
子
た
ち
、
た
と
え
ば
源
智
・
信
空
・
隆
寛
ら
が
各
自
そ
の
法
語
を
書
き
留
め
、
も
し
く
は
門
弟
に
語
り
伝
え
た
と
推
測
す
る
の
は
誤
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
推
測
が
蓋
然
性
を
も
つ
な
ら
、
コ
期
物
語
」
と
「信
空
上
人
伝
説
の
詞
」
に
同
じ
法
語
が
幾
つ
か
あ
る
の
は
、
源
智
お
　
む
　
よ
び
信
空
が
法
然
の
法
話
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
聞
き
書
き
伝
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
系
統
を
異
に
す
る
門
流
間
で
伝
わ
っ
た
法
然
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
七
三
佛
教
大
學
研
究
紀
要
通
巻
七
十
号
七
四
の
法
語
に
、
内
容
・
表
記
等
の
類
似
性
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、
決
し
て
そ
れ
ら
が
資
料
引
用
の
関
係
で
生
じ
た
結
果
で
は
な
く
、
法
然
自
身
が
語
っ
た
言
葉
を
複
数
の
直
接
の
聴
聞
者
が
書
き
留
め
、
あ
る
い
は
聞
き
伝
え
た
所
産
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
そ
こ
に
微
妙
な
差
異
が
あ
る
な
ら
ば
、
聴
聞
者
に
よ
る
主
観
的
な
理
解
な
い
し
は
取
捨
選
択
、
誤
聞
を
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
法
然
の
伝
記
に
お
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
例
を
一
、
二
あ
げ
る
と
、
『
明
義
進
行
集
』
巻
二
、
隆
寛
の
伝
に
元
久
元
年
三
月
十
四
日
、
コ
マ
ツ
ト
ノ
・
御
堂
ノ
ウ
シ
ロ
ニ
シ
テ
上
人
フ
ト
コ
ロ
ヨ
リ
選
択
集
ヲ
取
出
シ
テ
、
ヒ
ソ
カ
ニ
サ
ツ
ケ
給
フ
コ
ト
ハ
ニ
イ
ハ
ク
、
コ
ノ
書
ニ
ノ
ス
ル
処
ノ
要
文
ハ
、
善
導
和
尚
ノ
浄
土
宗
ヲ
タ
テ
タ
マ
ヘ
ル
肝
心
ナ
リ
、
ハ
ヤ
ク
書
写
シ
テ
披
読
ヲ
フ
ヘ
シ
、
モ
シ
不
審
ア
ラ
バ
、
タ
ッ
ネ
給
ヘ
ト
、
タ
・
シ
源
空
力
存
生
ノ
間
ハ
披
露
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
死
後
ノ
流
行
ハ
ナ
ム
ノ
コ
ト
カ
ア
ラ
ム
ト
、
コ
レ
ヲ
モ
チ
カ
ヘ
リ
テ
、
隆
寛
ミ
ツ
カ
ラ
フ
テ
ヲ
ソ
ム
、
イ
ソ
キ
功
ヲ
オ
エ
ム
カ
タ
メ
ニ
、
三
ツ
ニ
ヒ
キ
ハ
ケ
テ
、
尊
性
昇
蓮
二
助
筆
セ
サ
セ
テ
、
ナ
ナ
シ
キ
廿
六
日
二
書
写
シ
テ
オ
ハ
テ
、
本
ヲ
ハ
返
書
シ
テ
、
シ
ツ
カ
ニ
披
読
ス
ル
ニ
、
不
審
ア
レ
ハ
、
カ
ナ
ラ
ス
上
人
ノ
許
へ
参
シ
テ
、
ヒ
ラ
キ
・
、
然
レ
ハ
マ
サ
シ
ク
選
択
集
ヲ
付
属
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
隆
寛
ナ
リ
ト
云
々
、
と
い
う
。
隆
寛
が
選
択
集
を
相
伝
さ
れ
た
様
子
は
、
『絵
詞
』
第
三
十
七
段
に
同
(元
久
)
三
年
七
月
、
吉
水
を
出
て
、
小
松
殿
に
移
り
給
て
、
明
月
を
詠
じ
給
け
る
。
小
松
と
は
た
れ
か
い
ひ
け
ん
お
ほ
つ
か
な
雲
を
さ
Σ
ふ
る
た
か
ま
つ
の
き
を
。
権
律
師
隆
寛
小
松
殿
参
向
の
時
、
上
人
、
御
堂
の
後
戸
に
出
対
給
て
、
一
巻
の
書
を
持
て
、
隆
寛
律
師
の
胸
間
に
指
入
。
依
月
輪
殿
之
仰
所
撰
選
択
集
也
。
と
あ
っ
て
、
表
現
は
似
て
い
る
。
隆
寛
の
選
択
集
付
属
の
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
信
空
・
湛
空
系
の
人
々
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
タ
・
シ
源
空
力
存
生
ノ
間
ハ
披
露
ア
ル
ヘ
ヵ
ラ
ス
」
と
法
然
が
生
存
中
の
披
露
を
禁
じ
た
こ
と
は
、
「
一
期
物
語
」
第
二
十
話
に
或
時
云
、
汝
有
選
択
集
云
文
知
否
、
不
知
云
由
、
此
文
汝
可
見
之
、
我
存
生
之
間
不
可
流
布
之
由
禁
之
故
人
々
秘
之
、
依
之
以
成
覚
房
本
写
之
、
と
あ
っ
て
、
源
智
も
そ
れ
を
聞
き
及
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
三
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
記
事
の
重
点
の
置
き
方
は
異
な
る
が
、
あ
え
て
共
通
項
を
も
と
め
る
な
ら
、
そ
れ
は
隆
寛
な
ど
ご
く
少
数
の
弟
子
が
選
択
集
を
付
属
さ
れ
、
弟
子
た
ち
の
間
で
密
か
に
書
写
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『明
義
進
行
集
』
巻
三
、
聖
覚
の
伝
に
元
久
二
年
八
月
ノ
比
、
シ
ラ
カ
バ
ノ
ニ
階
坊
ニ
シ
テ
上
人
瘧
病
ヲ
シ
イ
タ
シ
テ
、
コ
マ
ツ
ト
ノ
ヘ
カ
ヘ
リ
給
、
又
門
弟
等
オ
ノ
く
ア
ヒ
ヵ
タ
テ
イ
ハ
ク
、
イ
サ
念
仏
ヲ
申
シ
テ
、
オ
ト
シ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ト
イ
フ
ヒ
ト
モ
ア
リ
、
上
人
ノ
御
房
ハ
、
カ
・
ル
ポ
ト
ノ
モ
ノ
ニ
ハ
、
ワ
レ
ラ
カ
チ
カ
ラ
カ
ナ
ハ
シ
、
若
シ
又
俗
例
ノ
為
ニ
マ
イ
レ
ル
カ
ト
イ
フ
人
モ
ア
リ
、
九
条
禅
定
殿
下
、
此
事
ヲ
キ
コ
シ
メ
シ
、
サ
ハ
キ
テ
ノ
タ
マ
ハ
ク
、
吾
レ
案
シ
タ
リ
、
善
導
ヲ
図
絵
シ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
上
人
ノ
マ
ヘ
ニ
シ
テ
供
養
シ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ト
、
ス
ナ
ハ
チ
託
麻
法
印
証
賀
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
テ
、
コ
レ
ヲ
カ
キ
進
ス
、
後
京
極
殿
ソ
ノ
銘
ヲ
ア
ソ
ハ
ス
、
聖
覚
御
導
師
二
参
勤
ス
ヘ
キ
ヨ
シ
オ
ホ
セ
ラ
ル
、
オ
ホ
セ
ニ
ヨ
リ
翌
日
払
暁
ニ
コ
マ
ツ
ト
ノ
ニ
参
入
シ
テ
、
マ
ウ
シ
タ
マ
ウ
、
聖
覚
モ
オ
ナ
シ
ク
瘧
病
ノ
事
候
ヵ
、
シ
ヵ
モ
ケ
フ
ハ
ヲ
コ
リ
ヒ
ニ
テ
候
、
何
時
バ
カ
リ
ヲ
コ
ラ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
候
ヤ
ラ
ム
ト
、
上
人
コ
タ
ヘ
テ
イ
ハ
ク
、
申
時
ハ
ヵ
リ
ニ
ヲ
コ
リ
候
ナ
リ
ト
、
聖
覚
ハ
マ
タ
イ
ク
ヲ
コ
リ
候
ナ
リ
ト
、
サ
ル
ポ
ト
ニ
九
条
殿
ヨ
リ
、
善
導
ナ
ラ
ヒ
ニ
布
施
等
ヲ
ク
リ
ツ
カ
ハ
シ
タ
リ
、
イ
ソ
ケ
く
ト
テ
、
香
花
灯
明
ト
・
ノ
ヘ
テ
、
ミ
ノ
ハ
シ
メ
ニ
登
礼
盤
、
サ
ル
ノ
オ
ハ
リ
ニ
下
座
、
六
ヲ
コ
リ
ト
イ
フ
ヒ
ニ
ア
タ
リ
テ
、
サ
ハ
ヤ
カ
ニ
ヲ
チ
給
、
又
自
嘆
シ
テ
イ
ハ
ク
、
先
師
法
印
力
降
雨
、
聖
覚
カ
ケ
ウ
ノ
コ
ト
、
第
一
ノ
高
名
ナ
リ
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
七
五
佛
教
大
學
研
究
紀
要
通
巻
七
十
号
七
六
ト
云
々
、
見
聞
ノ
道
俗
随
喜
セ
ス
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
シ
、
上
人
イ
ハ
ク
、
ケ
フ
ノ
御
説
法
コ
ソ
、
真
実
二
貴
ク
候
ツ
レ
、
一
心
二
聴
聞
シ
、
候
ヒ
ツ
ル
ニ
ョ
リ
テ
、
オ
チ
候
ヌ
ト
云
々
、
と
あ
る
。
瘧
病
の
こ
と
は
、
既
述
の
よ
う
に
『
絵
詞
』
コ
期
物
語
」
と
も
に
出
て
く
る
が
、
善
導
の
図
絵
を
供
養
し
た
こ
と
、
聖
覚
の
説
法
の
内
容
な
ど
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
二
期
物
語
」
に
近
い
印
象
を
う
け
る
。
し
か
し
子
細
に
比
べ
る
と
、
説
法
の
時
刻
が
コ
期
物
語
」
は
辰
の
時
か
ら
未
の
時
ま
で
と
す
る
の
に
対
し
、
『
明
義
進
行
集
』
は
巳
の
時
か
ら
申
の
時
ま
で
と
し
、
ま
た
「
一
期
物
語
」
は
「導
師
併
上
人
共
瘧
病
落
畢
」
と
い
う
が
、
『明
義
進
行
集
』
は
聖
覚
の
瘧
病
が
落
ち
た
と
は
い
っ
て
な
い
。
こ
う
い
う
相
違
を
考
、兄
る
と
、
必
ず
し
も
『明
義
進
行
集
』
が
「
一
期
物
語
」
に
依
拠
し
て
い
る
と
は
断
言
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
聖
覚
が
法
然
の
た
め
に
修
し
た
瘧
落
と
し
の
祈
疇
の
座
に
信
空
・
隆
寛
・
源
智
ら
常
随
の
弟
子
た
ち
が
祗
候
し
、
そ
の
修
法
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
こ
と
の
経
緯
を
つ
ぶ
さ
に
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
湛
空
の
『
絵
詞
』、
源
智
の
二
期
物
語
」、
信
瑞
の
『明
義
進
行
集
』
に
、
あ
る
い
は
簡
略
に
、
あ
る
い
は
詳
密
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
ー
資
料
引
用
の
関
係
な
く
1
記
載
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
い
さ
さ
か
冗
長
に
な
っ
た
が
、
私
の
い
わ
ん
と
す
る
所
は
、
法
語
の
場
合
と
同
じ
く
、
法
然
の
事
績
や
回
顧
譚
を
直
接
に
見
聞
し
た
門
弟
ら
が
各
自
で
書
き
留
め
た
り
、
門
流
の
者
に
語
り
伝
え
て
い
っ
た
結
果
、
系
統
を
別
に
す
る
伝
記
と
し
て
成
立
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
成
立
時
代
の
接
近
す
る
幾
つ
か
の
伝
記
に
記
事
の
内
容
・
表
記
等
に
何
ら
か
の
共
通
.
類
似
点
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
後
続
の
伝
記
が
先
行
の
伝
記
を
資
料
と
し
て
用
い
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
伝
記
の
成
立
上
の
系
譜
関
係
を
示
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
複
数
の
伝
記
の
問
に
記
事
の
内
容
・
表
記
等
の
共
通
・
類
似
が
あ
る
と
、
と
も
す
れ
ば
少
し
で
も
成
立
が
早
い
と
見
ら
れ
る
一
方
の
伝
記
を
原
形
と
考
え
、
そ
の
後
に
成
立
し
た
他
方
の
伝
記
は
そ
れ
を
継
承
し
て
記
事
を
作
っ
た
と
決
め
が
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
既
成
の
、
し
か
し
根
拠
の
希
簿
な
思
い
込
み
が
、
法
然
伝
の
研
究
方
向
を
左
右
し
て
き
た
の
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
特
に
『絵
詞
』
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
は
コ
期
物
語
」
な
い
し
は
『私
日
記
』
の
影
響
下
に
成
立
し
た
と
説
き
明
か
し
て
来
た
。
こ
う
い
っ
た
通
説
に
疑
問
を
も
っ
て
私
は
、
『私
日
記
』
に
つ
い
て
は
、
二
期
物
語
」
や
『
絵
詞
』
を
資
料
と
し
た
二
次
的
な
法
然
伝
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
た
。
そ
し
て
今
、
『絵
詞
』
と
「
一
期
物
語
」
(「別
伝
記
」
も
)
と
の
間
に
は
成
立
的
な
前
後
関
係
は
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
を
考
証
し
た
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
法
然
伝
の
成
立
事
情
を
想
定
す
る
と
き
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
『
絵
詞
』
と
『
醍
醐
本
』
(「
一
期
物
語
」
「別
伝
記
」)
が
資
く
　
)
料
と
し
て
依
拠
し
た
単
独
の
伝
記
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
結
局
は
、
源
智
系
の
『醍
醐
本
』
二
期
物
語
」
「
別
伝
記
」
、
信
空
・
湛
空
系
の
『絵
詞
』
、
隆
寛
系
の
『知
恩
講
私
記
』
の
三
書
が
、
互
い
に
独
立
し
て
原
初
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
四
お
わ
り
に
私
は
『
絵
詞
』
の
法
然
伝
と
し
て
の
史
料
的
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
い
さ
さ
か
終
始
し
て
き
た
嫌
い
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
最
後
に
言
及
し
て
お
き
た
い
の
は
こ
の
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
三
田
全
信
氏
が
そ
の
著
『成
立
史
的
法
然
上
人
諸
伝
の
研
究
』
に
お
い
て
、
「
こ
の
伝
が
先
行
の
『
醍
醐
本
』、
『
私
日
記
』、
『知
恩
講
私
記
』
に
見
え
な
い
新
資
料
を
加
え
て
、
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
」
あ
る
と
い
い
、
そ
の
新
資
料
に
よ
る
記
事
と
し
て
、
(
一
)
嵯
峨
釈
迦
堂
の
参
籠
の
事
、
(
二
)
仁
和
寺
法
親
王
、
上
人
を
致
請
の
事
、
(
三
)
三
尊
常
来
の
事
、
(四
)
勢
至
円
通
の
文
と
影
像
の
事
、
(五
)
「往
生
要
集
」
御
進
講
、
真
影
を
写
さ
し
め
給
う
事
、
(
六
)
後
白
河
法
皇
御
菩
提
の
た
め
念
仏
礼
讃
を
行
っ
た
事
、
(七
)
聖
護
院
無
品
親
王
静
慧
、
上
人
に
往
生
の
要
を
問
い
給
う
事
、
(
八
)
清
水
寺
説
戒
の
事
、
(九
)
清
水
寺
勧
化
に
帰
依
し
た
人
人
の
事
、
(
一
〇
)
尋
常
な
る
尼
女
房
勧
化
の
事
、
(
一
二
)
汝
好
持
是
語
の
文
の
事
、
(
二
ご
)
熊
谷
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
七
七
佛
教
大
學
研
究
紀
要
通
巻
七
十
号
七
八
入
道
蓮
生
の
事
、
(
一
四
)
東
大
寺
勧
進
職
辞
退
の
事
、
(
一
五
)
観
経
曼
荼
羅
(及
浄
土
五
祖
・
善
導
画
像
)
の
事
、
(
一
六
)
小
松
殿
の
詠
の
事
、
(
一
七
)
七
箇
条
起
請
文
の
事
、
(
一
八
)
天
台
座
主
に
送
ら
れ
た
起
請
文
の
事
、
(二
〇
)
遠
流
の
途
に
着
き
給
う
事
、
(二
一
)
大
納
言
律
師
公
全
、
上
人
の
船
を
待
つ
事
、
(
二
三
)
室
泊
の
遊
女
化
益
の
事
、
(
二
四
)
讃
岐
国
塩
飽
に
着
き
給
う
事
、
(二
六
)
讃
岐
小
松
庄
の
生
福
寺
に
留
錫
の
事
、
(
二
七
)
摂
津
国
勝
尾
寺
留
錫
の
事
、
(
二
八
)
上
人
往
生
を
夢
に
見
る
人
人
、
(二
九
)
葬
送
中
陰
の
事
、
(
1110
)
嘉
禄
の
法
難
の
事
、
(ゴ
ニ
)
隆
寛
に
「選
択
集
」
付
属
の
事
、
(三
二
)
上
人
徳
行
総
結
の
事
、
の
二
八
箇
条
を
挙
げ
(
12
)
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
「『
四
巻
伝
』
に
の
み
あ
っ
て
、
他
の
法
然
伝
に
は
全
く
稀
少
の
記
事
」
と
し
て
、
(
一
)
弟
子
能
信
に
説
法
さ
れ
た
事
、
(
二
)
聖
光
が
四
国
九
州
教
化
の
事
、
(三
)
上
人
説
戒
後
念
仏
弘
通
の
事
、
(四
)
大
谷
禅
房
定
生
房
の
後
任
を
定
仏
と
定
め
た
事
、
の
四
箇
条
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
は
『
絵
詞
』
と
『
私
日
記
』
の
関
係
を
三
田
氏
と
は
逆
に
考
え
て
い
る
の
で
、
三
田
氏
が
『私
日
記
』
の
特
異
記
事
と
し
て
挙
げ
る
(四
)
法
華
修
行
の
事
、
(五
)
華
厳
披
覧
の
時
蛇
が
現
わ
れ
た
事
、
(六
)
上
西
門
院
説
戒
の
事
、
(
七
)
三
密
修
行
の
瑞
相
の
事
、
(
八
)
光
明
照
室
の
事
、
(
九
)
霊
山
寺
別
時
念
仏
の
時
瑞
相
出
現
の
事
、
(
一
〇
)
頭
光
踏
蓮
の
事
、
(
一
一
)
高
倉
天
皇
御
得
戒
の
事
、
の
八
箇
条
は
『
絵
詞
』
が
初
出
と
な
ろ
う
。
実
に
四
〇
箇
条
に
も
上
る
記
事
が
、
『醍
醐
本
』
に
も
『知
恩
講
私
記
』
に
も
な
い
『絵
詞
』
特
有
の
記
事
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
「法
華
修
行
の
事
」
「
三
尊
常
来
の
事
」
の
ご
と
き
は
ほ
と
ん
ど
文
体
を
な
さ
ず
、
「
聖
光
が
四
国
九
州
教
化
の
事
」
は
追
記
　
お
　
の
疑
い
が
あ
り
、
問
題
の
個
所
も
存
す
る
。
ま
た
「小
松
殿
の
詠
の
事
」
で
小
松
殿
へ
移
ら
れ
た
の
は
元
久
三
年
七
月
と
す
る
が
、
『明
義
進
行
集
』
に
よ
る
と
、
元
久
元
年
三
月
に
隆
寛
へ
選
択
集
を
付
属
さ
れ
て
、
元
久
二
年
八
月
に
聖
覚
が
瘧
落
と
し
の
祈
疇
を
行
っ
て
い
る
か
ら
、
法
然
の
小
松
殿
移
住
は
遅
く
と
も
元
久
元
年
の
こ
と
で
、
歴
史
的
に
は
正
し
い
記
述
と
は
い
え
な
い
。
と
り
わ
け
第
十
三
段
の
「
学
匠
訪
問
の
事
」
の
中
で
、
「中
川
少
将
上
人
随
て
、
鑒
真
和
尚
の
戒
を
う
く
」
は
従
来
か
ら
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
祐
晃
氏
は
、
天
養
元
年
(
=
四
四
)
に
入
滅
し
た
実
範
か
ら
当
時
十
二
歳
の
法
然
が
受
戒
す
る
は
ず
は
な
く
、
『
醍
醐
本
』
「
別
伝
記
」
に
「
其
後
智
鏡
房
自
美
作
州
上
洛
、
上
人
奉
二
字
、
但
真
言
宗
中
河
少
将
阿
闍
梨
受
之
」
と
あ
る
、
真
言
宗
を
中
川
少
将
阿
闍
梨
よ
り
受
け
た
の
は
智
鏡
房
(観
覚
)
で
あ
る
と
い
う
但
し
書
き
を
、
『絵
詞
』
の
作
者
湛
空
が
法
然
に
係
る
文
と
見
誤
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
私
見
を
加
(
14
)
え
て
、
法
然
が
鑒
真
和
尚
の
戒
を
受
け
た
と
改
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
伊
藤
氏
の
論
断
は
『
醍
醐
本
』
と
『
絵
詞
』
の
前
後
関
係
を
規
定
す
る
重
要
な
決
め
手
と
し
て
、
そ
の
後
の
研
究
者
に
継
承
さ
れ
て
行
き
、
田
村
圓
澄
氏
の
ご
と
き
は
『
醍
醐
本
』
成
立
の
下
限
を
(
15
)
『
絵
詞
』
撰
述
の
嘉
禎
三
年
(
一
二
三
七
)
に
置
い
て
い
る
。
だ
が
、
『絵
詞
』
の
作
者
が
『醍
醐
本
』
を
見
て
い
た
(資
料
と
し
て
用
い
た
)
と
い
う
徴
証
は
他
に
な
く
、
か
り
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「中
川
小
将
上
人
随
て
、
真
言
宗
を
う
く
」
と
誤
っ
て
し
か
る
べ
き
で
、
そ
れ
を
湛
空
が
私
見
を
加
え
て
改
作
し
た
と
す
る
の
は
穿
ち
す
ぎ
だ
と
批
判
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
唐
招
提
寺
に
入
っ
て
律
宗
を
興
し
た
実
範
の
相
承
者
か
ら
小
乗
戒
を
法
然
が
受
け
た
と
、
湛
空
が
誤
聞
な
い
し
は
誤
解
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
『
絵
詞
』
の
記
述
に
関
す
る
若
干
の
問
題
点
そ
れ
自
体
は
、
決
し
て
『
絵
詞
』
全
体
の
史
料
的
信
憑
性
を
そ
こ
な
う
よ
う
な
致
命
的
な
欠
陥
で
は
な
く
、
ま
さ
に
瑕
疵
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
浄
土
宗
」
と
か
「専
修
念
仏
」
と
い
っ
た
法
然
の
真
骨
頂
を
現
す
言
葉
が
一
度
も
出
て
来
な
い
『絵
詞
』
を
法
然
伝
と
し
て
尊
重
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
根
本
的
な
懐
疑
は
(
16
)
な
お
研
究
者
の
胸
中
を
よ
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
す
こ
し
補
足
し
て
お
き
た
い
。
別
稿
「
専
修
念
仏
停
止
と
法
然
上
人
伝
」
で
も
触
れ
た
が
、
『絵
詞
』
は
、
延
暦
寺
衆
徒
に
よ
る
法
然
の
大
谷
墓
堂
の
破
却
、
隆
寛
・
成
覚
・
空
阿
ら
の
配
流
、
念
仏
者
余
党
の
逮
捕
、
選
択
集
印
版
の
焼
却
な
ど
が
打
ち
続
き
、
専
修
念
仏
者
は
京
中
よ
り
四
散
し
て
、
浄
土
宗
は
壊
滅
状
態
に
陥
っ
た
嘉
禄
の
法
難
を
目
撃
し
、
無
懺
の
思
い
を
深
く
し
た
湛
空
が
教
団
の
存
立
を
賭
け
て
「先
師
上
人
念
仏
を
す
x
め
給
え
る
由
来
」
を
叙
述
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
旧
仏
教
な
か
ん
ず
く
天
台
宗
を
激
昂
さ
せ
ぬ
よ
う
に
あ
え
て
意
識
し
た
法
然
像
を
描
が
い
た
と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
史
学
の
立
場
に
い
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
七
九
佛
教
大
學
研
究
紀
要
通
巻
七
十
号
八
〇
る
者
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
で
施
さ
れ
た
諸
宗
協
調
あ
る
い
は
天
台
宗
的
な
色
彩
の
修
飾
を
除
去
し
て
、
法
然
の
伝
記
の
第
一
等
史
料
と
し
て
扱
う
の
が
当
然
の
責
務
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
法
然
伝
研
究
に
お
い
て
、
『
絵
詞
』
の
史
料
的
評
価
を
こ
れ
ま
で
よ
り
高
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
私
の
結
論
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
言
及
し
な
か
っ
た
各
段
個
々
の
記
述
に
関
す
る
信
憑
性
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
く
思
う
。
〔注
〕
(1
)
中
井
真
孝
「『
源
空
聖
人
私
日
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
『
仏
教
文
化
研
究
』
二
九
号
(2
)
『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』
は
善
導
寺
本
の
外
題
で
あ
る
。
第
三
巻
の
内
題
に
は
「
伝
法
絵
流
通
』
と
あ
り
、
善
導
寺
本
の
異
本
と
み
な
さ
れ
る
専
修
寺
本
(「高
田
本
」
)
に
は
『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
と
題
し
、
新
出
の
『
国
華
』
第
七
〇
五
号
掲
載
本
(
「国
華
本
」)
に
は
『
伝
法
絵
流
通
』
と
題
す
る
か
ら
、
『
伝
法
絵
』
ま
た
は
『
伝
法
絵
流
通
』
が
原
題
で
あ
ろ
う
(井
川
定
慶
『
法
然
上
人
絵
伝
の
研
究
』
第
二
章
第
一
)
。
し
か
し
、
こ
の
比
較
研
究
で
用
い
る
の
は
完
本
と
し
て
残
存
す
る
善
導
寺
本
で
あ
る
か
ら
、
今
は
便
宜
的
に
外
題
の
名
称
に
し
た
が
う
。
(
3
)
三
田
全
信
「『
醍
醐
本
法
然
上
人
伝
』
と
『
源
空
聖
人
私
日
記
』
の
比
較
研
究
」
『
佛
教
大
学
研
究
紀
要
』
三
四
号
(
4
)
中
井
真
孝
「専
修
念
仏
停
止
と
法
然
上
人
伝
」
『
法
然
浄
土
教
の
綜
合
的
研
究
』
所
収
(5
)
梶
村
昇
「
浄
土
宗
立
教
開
宗
の
文
に
つ
い
て
」
『
仏
教
文
化
研
究
』
二
七
号
(6
)
三
田
全
信
『成
立
史
的
法
然
上
人
諸
伝
の
研
究
』
「
二
法
然
上
人
伝
記
」
「
三
源
空
聖
人
私
日
記
」
「
五
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
」
(
7
)
田
村
圓
澄
『
法
然
上
人
伝
の
研
究
』
第
一
部
第
三
章
(8
)
藤
堂
恭
俊
氏
は
「
各
種
法
然
上
人
伝
に
引
用
さ
れ
て
い
る
法
然
の
詞
」
(『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
四
二
.
四
三
合
巻
)
に
お
い
て
、
『
伝
法
絵
流
通
』
(『
絵
詞
』)
が
『
私
日
記
』
『
醍
醐
本
』
の
両
書
の
下
に
作
ら
れ
た
と
い
う
従
来
の
学
説
に
立
ち
な
が
ら
も
、
『
伝
法
絵
流
通
』
中
の
法
然
の
詞
は
『
醍
醐
本
』
「
一
期
物
語
」
に
出
拠
を
も
つ
詞
を
一
つ
も
引
い
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
卑
見
の
ご
と
き
考
え
に
立
て
ば
、
ご
く
自
然
に
理
解
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
同
氏
は
、
『
伝
法
絵
流
通
』
の
作
者
自
身
が
法
然
よ
り
直
接
に
聴
聞
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
(
9
)
望
月
信
亭
「
信
瑞
の
明
義
進
行
集
と
無
観
称
名
義
」
『
浄
土
教
之
研
究
』
所
収
(
10
)
藤
堂
恭
俊
氏
は
「
諸
人
伝
説
の
詞
に
つ
い
て
」
(『
鷹
陵
』
一
五
号
)
に
お
い
て
、
「
勢
観
房
源
智
に
関
係
の
あ
る
こ
れ
ら
両
書
〔「
一
期
物
語
」
と
そ
の
異
本
た
る
『
浄
土
随
聞
記
」
〕
に
、
信
空
所
伝
の
宗
祖
の
詞
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
(中
略
)
源
智
は
常
随
給
仕
首
尾
十
八
箇
年
と
い
わ
れ
る
師
で
あ
る
か
ら
、
信
空
と
同
席
し
て
宗
祖
の
詞
を
直
接
聴
聞
し
た
と
も
、
ま
た
源
智
は
宗
祖
晩
年
の
門
弟
で
あ
る
か
ら
、
早
く
か
ら
宗
祖
の
門
弟
で
あ
っ
た
信
空
か
ら
折
に
ふ
れ
て
聴
聞
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。
(
1
)
た
だ
し
、
法
然
の
あ
る
時
期
に
限
っ
た
特
殊
事
績
に
関
す
る
こ
と
、
た
と
え
ば
法
然
自
身
の
宗
教
体
験
や
入
滅
の
様
子
を
叙
述
し
た
『
醍
醐
本
』
所
収
の
「
三
昧
発
得
記
」
「御
臨
終
日
記
」
の
ご
と
き
は
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
文
に
い
う
「単
独
の
伝
記
」
と
は
、
そ
う
い
っ
た
特
殊
個
別
の
著
作
物
を
指
さ
な
い
。
(
12
)
(
一
一
)
沙
弥
随
蓮
夢
想
の
事
、
(
一
九
)
住
蓮
・
安
楽
の
事
、
(
二
二
)
経
の
島
に
着
き
給
う
事
、
(
二
五
)
讃
岐
松
山
へ
立
寄
り
給
う
事
は
、
高
田
本
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
除
外
す
る
。
な
お
、
善
導
寺
本
と
高
田
本
の
校
合
に
よ
る
祖
本
の
推
測
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。
(
13
)
中
沢
見
明
「
法
然
諸
伝
成
立
考
」
『
真
宗
源
流
史
論
』
所
収
(
14
)
伊
藤
祐
晃
「
法
然
上
人
と
実
範
阿
闍
梨
」
『
浄
土
宗
史
の
研
究
』
所
収
(
15
)
注
(7
)
に
同
じ
(
16
)
注
(
4
)
に
同
じ
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
浄
土
宗
奨
学
会
の
昭
和
五
十
九
年
度
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
の
成
果
報
告
で
あ
る
。
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
と
一
期
物
語
八
一
